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教育目標 ①家族や地域を支える「自立」した大人へ ②学ぶ姿勢を持ち続け「成長」していく大人へ  

令和元年（2019年）5月24日（金）     熊本県立湧心館高等学校長  郷 慶次 

≪定時制≫ 

 ５月１３日（月）の夕刻、第１体育館で生徒を対象にした救急処置法講

習会を行いました。生徒自身が緊急事態に適切に対処できる知識と実技を

身に付けることを目的に毎年実施しています。今年も熊本市中央消防署出

水出張所の皆様に指導していただき、ダミー人形やＡＥＤ（自動体外式除

細動器）を用いた実践的な講習会となりました。２年生では「どういう時

に胸骨圧迫を行うか」の講師の質問に、生徒は明確に答えていました。 

≪通信制≫ 

 ５月１９日（日）５月２０日（月）の本校でのスクーリングは今年度

３回目となり、９時からの面接には余裕を持って登校する姿が見られま

した。７限目（１５：５０～１６：４０）はクラブ活動が行われ、第１

体育館ではバドミントン希望者が汗を流している姿がありました。卒業

するために必要な特別活動の時数としてカウントされる時間です。どの

生徒も良い表情でシャトルを追っていました。 

≪全日制≫ 

 毎日、昼休みの後の掃除の時間は、生徒の皆さんが雑巾を持って床を磨

いてくれています。屋外でもホウキを手にして掃いている生徒たちがいま

す。５月１６日（木）の掃除の時間も管理棟１階の廊下を２人の生徒が雑

巾を堅く絞って並んで拭いてくれており、廊下がピカピカになりました。

一日１５分間の短い掃除の時間ですが、毎日過ごす校舎がいつもきれいで

あるのは本当に気持ちの良いものです。 

〈湧心館高校卒業予定の皆さんへ〉 

 通信制課程の前期卒業式は９月１５日（日）。この日に卒業をする生徒の皆さんにとって、高校生活は残り

４か月程となり、卒業後の進路や生活を意識することも多くなったのではないかと思います。 

 全日制課程、定時制課程、通信制課程後期の卒業式は来年春です。令和２年、２０２０年の夏は東京オリ

ンピック・パラリンピックが開催されることから、日本国中が盛り上がり始めた時期ではないかと想像して

います。本校を卒業する皆さんは、卒業後の生活をどうするか決めなければなりません。就職か進学か、家

に残るのか家を出て一人で生活するのか、学費や生活費はどうするか等、決めなければならないことはたく

さんあります。まだ進路が漠然としている人がいるなら、行動に移す時です。進路資料を使い自分で調べて

みる、周りの人に相談するなどして、卒業後の生活がイメージできるようにしてください。卒業後は良い時

間を送り、充実した人生のスタートであることを祈っています。 

５月１８日（土）の全日制育友会総会の折に、３年生の進学希望者と保護者の皆様に話す機会がありまし

たのでその内容を一部紹介します。 

① これまでの人生を整理する（引き出しを整理する） 

 皆さんは幼稚園・保育所、小学校、中学校、湧心館高校と様々な体験や学習を積みました。楽しかったこ

とばかりではなかったと思います。これまでの生活の一つ一つのことが、皆さんの力になっています。学校

で勉強したことだけではなく、考えたことや自分なりに工夫したことももちろん力になっているはずです。

そのようなたくさんの力（引き出し）を、一度自分なりに整理し、まとめて欲しいと思います。 

② 担任の先生、進路指導部の先生に自分の姿を見てもらう。 

 大学や専門学校等の進学試験に際して一番頑張るのは生徒の皆さんです。誰も替わってくれません。受験

に際しては先生方が時間をかけて必要な書類を作成されます。それには皆さんの学校生活を示してあります。

ですから、これからの考査も努力する、あるいはいろいろなことに頑張っている姿を先生方に見せてくださ

い。皆さんが、これから夢や目標の実現に向けて、眼の色が変わる、言動や行動が変わる、表情や仕草が変

ることを期待しています。 


